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１ 家具メーカーＸ社の知的財産部の部員甲は，腰を下ろす部分である座面Ａと，座面Ａを支え

る脚Ｂと，背もたれＣとを備える椅子Ｐと，座面Ａと，脚Ｂと，背もたれＣと，肘掛けＤとを

備える椅子Ｑについて特許出願を行うことを検討している。甲が先行技術調査をしたところ，

座面Ａ，脚Ｂ，背もたれＣ及び肘掛けＤの各構成要素は，新規な構成要素であるとの調査結果

を得た。今回特許出願の対象は，椅子Ｐとなった。特許出願に係る明細書及び図面には，座面

Ａと脚Ｂと背もたれＣについて記載されているが，肘掛けＤについては記載されていなかった。

甲は，特許出願に係る特許請求の範囲を次の通り作成することを検討している。 
 

案１ 

【特許請求の範囲】 

【請求項１】座面Ａと，脚Ｂと，背もたれＣとを備える椅子。 

【請求項２】座面Ａと，脚Ｂと，背もたれＣと，肘掛けＤとを備える椅子。 

案２ 

【特許請求の範囲】 

【請求項１】座面Ａと，脚Ｂと，背もたれＣとを備える椅子。 

【請求項２】背もたれＣを備える椅子用背もたれ。 

 
以上を前提として，問１～問４に答えなさい。 

 
問１ 

案１について，特許請求の範囲の記載，発明の単一性に関して拒絶理由が通知される可能性が

低いと考えられる場合は「○」を，拒絶理由が通知される可能性が高いと考えられる場合は「×」

を，選びなさい。 
問２ 

【理由群Ⅰ】の中から，問１において拒絶理由が通知される可能性が低い又は拒絶理由が通知

される可能性が高いと判断した理由として，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
【理由群Ⅰ】 
ア 特許請求の範囲の記載要件及び発明の単一性のいずれも満たしているため 
イ 特許請求の範囲に記載された発明が，発明の単一性を満たしていないため 
ウ 特許を受けようとする発明が発明の詳細な説明に記載されていないため 
 
  

（はじめに） 

すべての問題文の条件設定において，特に断りのない限り，他に特殊な事情がないものとし

ます。また，各問題の選択枝における条件設定は独立したものと考え，同一問題内における他

の選択枝には影響しないものとします。 

特に日時の指定のない限り，2024年５月１日現在で施行されている法律等に基づいて解答し

なさい。 



 

２級 実技試験 3 

問３ 

案２について，特許請求の範囲の記載，発明の単一性に関して拒絶理由が通知される可能性が

低いと考えられる場合は「○」を，拒絶理由が通知される可能性が高いと考えられる場合は「×」

を，選びなさい。 
問４ 

【理由群Ⅱ】の中から，問３において拒絶理由が通知される可能性が低い又は拒絶理由が通知

される可能性が高いと判断した理由として，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
【理由群Ⅱ】 
ア 特許請求の範囲に記載された発明が，発明の単一性を満たしていないため 
イ 特許請求の範囲の記載要件及び発明の単一性のいずれも満たしているため 
ウ 特許請求の範囲において，各請求項毎に特許出願人が特許を受けようとする発明を特定する

ために必要と認める事項のすべてが記載されていないため 
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２ 菓子メーカーＸ社は，マークＭに係る商標について指定商品を「チョコレート」とする商標

権の取得を検討している。Ｘ社の知的財産部の部員は，商標登録出願をする前に，指定商品を

「チョコレート」とするマークＭに係る商標について先行商標調査をした。部員が発言１～２

をしている。なお，「チョコレート」と「ヨーグルト」は非類似の商品であるものとする。 
 
発言１ 「フランスの菓子メーカーＹ社は，フランスにおいてのみ，マークＭに係る商標につい

て指定商品を『チョコレート』とする商標権を取得していますが，これまでマークＭ

に係る商標に関して使用していないことがわかりました。わが社が先に商標登録出願

をすれば，商標登録を受けることができます。」 
発言２ 「日本の著名な菓子メーカーＷ社は，マークＭに係る商標について指定商品を『ヨーグ

ルト』とする商標権を取得し，マークＭが付されて販売されているヨーグルトは，全

国的にマスコミを通じて宣伝され，著名となっています。しかし，チョコレートと

ヨーグルトは非類似の商品なので，わが社が商標登録出願をすれば，たとえＷ社の

マークＭが著名であっても商標登録を受けることができます。」 
 
以上を前提として，問５～問８に答えなさい。 

 
問５ 

発言１について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問６ 

【理由群Ⅲ】の中から，問５において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
【理由群Ⅲ】 
ア 拒絶理由には該当しないため 
イ 他人の業務に係る商品等を表示するものとして国内外において需要者の間に広く認識されて

いる商標と同一の商標を不正の目的をもって使用するもの（商標法第４条第１項第１９号）

に該当することを理由に拒絶されるため 
ウ 他人の業務に係る商品等と混同を生じるおそれがある商標（商標法第４条第１項第１５号）

に該当することを理由に拒絶されるため 
エ 先に出願された他人の登録商標又はこれに類似する商標であって，その商標登録に係る指定

商品等又はこれらに類似する商品等について使用するもの（商標法第４条第１項第１１号）

に該当することを理由に拒絶されるため 
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問７ 

発言２について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問８ 

【理由群Ⅳ】の中から，問７において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
【理由群Ⅳ】 
ア 拒絶理由には該当しないため 
イ 他人の業務に係る商品等と混同を生じるおそれがある商標（商標法第４条第１項第１５号）

に該当することを理由に拒絶されるため 
ウ 先に出願された他人の登録商標又はこれに類似する商標であって，その商標登録に係る指定

商品等又はこれらに類似する商品等について使用するもの（商標法第４条第１項第１１号）

に該当することを理由に拒絶されるため 
エ 他人の業務に係る商品等を表示するものとして需要者の間に広く認識されている商標であっ

て，その商品等又はこれらに類似する商品等について使用するもの（商標法第４条第１項第

１０号）に該当することを理由に拒絶されるため 
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３ 出版社Ｘ社の法務部の部員は，コンテンツＡ及びＢの利用方法について，発言１～２をして

いる。 
 
発言１ 「コンテンツＡは，甲が乙の指示により収集した，商標権侵害訴訟の判決の内容に関し

て，乙が解説したものからなるものです。コンテンツＡをコピーするにあたっては，

乙の許諾を得るだけで足ります。」 
発言２ 「コンテンツＢは，丙が『エンタメ業界の課題』というテーマについて講演した内容を

録音し，それをＸ社の編集者丁が自動文字起こしアプリケーションを用いてテキスト

化した生データです。コンテンツＢをコピーするにあたっては，丙と丁の許諾を得る

必要があります。」 
 
以上を前提として，問９～問１２に答えなさい。 

 
問９ 

発言１について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問１０ 

【理由群Ⅴ】の中から，問９において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
【理由群Ⅴ】 
ア コンテンツＡは甲と乙の共同著作物にあたるため 
イ コンテンツＡは甲と乙の二次的著作物にあたるため 
ウ 甲はコンテンツＡの著作者に該当しないため 
 
 
問１１ 

発言２について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問１２ 

【理由群Ⅵ】の中から，問１１において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考

えられるものを１つ選びなさい。 
 
【理由群Ⅵ】 
ア コンテンツＢは丙と丁の編集著作物にあたるため 
イ コンテンツＢは丙と丁の共同著作物にあたるため 
ウ 丁はコンテンツＢの著作者に該当しないため 
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４ 問１３～問３３に答えなさい。 
 
問１３ 

フィンテック企業であるＸ社は，開発した新規なサービスＡに関する特許の取得を目指してい

る。Ｘ社の知的財産部の部員は，サービスＡと非常に類似する他社のサービスＢ，サービスＣ，

サービスＤについて，新規性の観点から検討している。ア～エを比較して，部員の考えとして，

最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア サービスＡに関する情報が，Ｘ社の関係会社であるＹ社に通知された。当該通知に関して，

Ｘ社とＹ社との間では，秘密保持契約が締結されていた。サービスＡの新規性は，当該通知

によって喪失しない。 
イ サービスＢに関する情報が，２０２４年３月４日の午前中に発表された。サービスＡの新規

性は，サービスＢに対して，日ではなく時刻で判断する必要がある。 
ウ サービスＣに関する情報が，ドイツで発行された雑誌に掲載された。サービスＡの新規性は，

日本以外の地域で公表されたサービスＣによって判断する必要がある。 
エ サービスＤに関する情報が，Ｗ社のウェブサイトで発表されたが，サービスＤが発表された

ページについては，未だ閲覧者がいない状態である。サービスＡの新規性は，当該発表に

よって喪失しない。 
 
問１４ 

調味料メーカーＸ社は，塩用の容器Ａと胡椒用の容器Ｂの側面に施す新しいデザインＤを創作

した。Ｘ社は，容器Ａと容器Ｂとを独占的に製造販売したいので，デザインＤについてＸ社の知

的財産部の部員が，意匠権の取得を検討している。なお，「塩用の容器」と「胡椒用の容器」は

類似する物品である。ア～エを比較して，部員の考えとして，最も不適切と考えられるものを１

つ選びなさい。 
 
ア 容器Ｂに係る意匠登録出願について，意匠登録をすべき旨の査定がされた場合，第１年分の

登録料の納付は，その査定の謄本送達日から３０日以内に行わなければならない。 
イ Ｘ社が容器Ａについて意匠登録出願をした後に，Ｙ社が容器Ａと同一のデザインの容器に入

れた塩Ｃの販売を開始した場合に，当該意匠登録出願が登録されるまで，Ｘ社は，Ｙ社の塩

Ｃの販売に関して，意匠法上は何ら保護を受けることはできない。 
ウ デザインＤは特徴的な模様であるが，容器の全体意匠と，デザインＤに係る容器の側面部分

を部分意匠として登録を受けることはできない。 
エ 容器Ｂについて，意匠登録出願の出願時に秘密請求をしなかった場合であっても，第１年分

の登録料の納付と同時に秘密請求をすれば，秘密意匠の適用を受けることができる。 
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問１５ 

建設会社であるＸ社の技術者甲は，建築技術に関する職務発明Ａを完成し，特許出願をした。

ア～エを比較して，甲の考えとして，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。但し，Ｘ

社には職務発明の取扱について規程がなかったものとする。 
 
ア 甲は，Ｘ社の承諾を得ることなく，Ｙ社に対して職務発明Ａに係る仮通常実施権を許諾でき

る場合がある。 
イ 甲は，Ｘ社の承諾を得ることなく，職務発明Ａに係る特許出願を放棄する。 
ウ 甲は，単独で職務発明Ａに係る特許出願について出願審査の請求をする。 
エ 職務発明Ａに係る特許出願について設定登録がされた場合，Ｘ社はその特許権について法定

通常実施権を有する場合はない。 
 
問１６ 

家電メーカーＸ社は，冷蔵庫の特許発明Ａに係る特許権Ｐを有している。Ｘ社の知的財産部の

部員は，特許権Ｐを侵害していると疑われる冷蔵庫Ｂを販売しているＹ社に対して，特許権侵害

の警告を検討している。ア～エを比較して，部員の考えとして，最も不適切と考えられるものを

１つ選びなさい。 
 
ア Ｘ社は，冷蔵庫Ｂが特許発明Ａの技術的範囲に属するか否かについて，特許庁に対し判定を

求めることができる。 
イ Ｙ社へ警告書を送る前に，Ｙ社の冷蔵庫Ｂの販売開始時期について確認する。 
ウ 冷蔵庫Ｂは，特許発明Ａに改良を加えたＹ社の特許発明に係る冷蔵庫であって，利用関係が

成立すると思われるので，Ｘ社は，Ｙ社に対して特許権Ｐを行使できない。 
エ Ｙ社へ警告書を送る前に，特許権Ｐの審査過程において特許発明Ａの特許性を否定する先行

文献が見落とされていなかったかを調査する。 
 
問１７ 

玩具メーカーＸ社の知的財産部の部員が，模倣品・海賊版への対策について検討している。ア

～エを比較して，部員の考えとして，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア Ｘ社の人気キャラクターＡのフィギュアを創作した場合，著作物として保護されることはな

い。 
イ 馬を擬人化したＸ社の「知財娘」の肖像とよく似た肖像の人形が製造販売されている場合，

著作権侵害とは別に，パブリシティ権の侵害が成立する。 
ウ Ｘ社の人気キャラクターＢは，たくましくて雄々しい姿態や性格だが，そのようなキャラク

ター設定を用いて，他人が独自の漫画を作成したとしても，著作権の侵害は成立しない。 
エ Ｘ社が創作した著作物について著作権を主張するためには，著作権表示いわゆるⒸマークを

付さなければならない。  
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問１８ 

玩具メーカーであるＸ社は，新規な玩具Ａについて，実用新案法による保護を検討している。

ア～エを比較して，Ｘ社の知的財産部の部員の考えとして，最も不適切と考えられるものを１つ

選びなさい。 
 
ア 玩具Ａは，それを用いて遊ぶ方法が特徴であるが，当該方法について，実用新案登録を受け

ることはできない。 
イ 玩具Ａに係る実用新案登録出願をする際には，出願料を納付した後，設定登録前に，登録料

を納付しなければならない。 
ウ 玩具Ａに係る実用新案権が設定登録された場合には，実用新案権の存続期間は，実用新案登

録出願の日から１０年である。 
エ Ｘ社は，登録実用新案に係る実用新案技術評価書を提示して警告をした後でなければ，玩具

Ａに係る実用新案権の侵害者に対し，差止請求権を行使することができない。 
 
問１９ 

化粧品メーカーＸ社は，「化粧水」，「乳液」を指定商品とする商標Ｍ，商標Ｎについて商標

権を取得することを検討している。ア～エを比較して，Ｘ社の知的財産部の部員の考えとして，

最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 商標Ｍで商標登録出願する場合，願書に商標Ｍを創作した者の氏名を記載しなければならな

い。 
イ 登録査定の謄本の送達のあった日から３０日以内に１０年分の登録料を納付しなければ，設

定登録されない。 
ウ 商標Ｍで商標登録出願をした後，補正により商標Ｎに変更することはできない。 
エ 商標登録出願後すぐに権利化を図りたいので，出願と同時に出願審査の請求をする。 
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問２０ 

自動車会社のＸ社の従業員が，コーポレートガバナンス・コードについて以下の発言をしてい

る。ア～エを比較して，従業員の考えとして，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 「コーポレートガバナンス・コードは，企業統治のための上場企業を対象としたガイドライ

ンで，金融庁と東京証券取引所が策定したものです。」 
イ 「２０２１年の改訂で，このコーポレートガバナンス・コードに『知的財産』の文言が入り

ました。」 
ウ 「コーポレートガバナンス・コードにおいて，取締役会は，知的財産への投資について，監

督を行うべきである点が示されています。」 
エ 「コーポレートガバナンス・コードにおいて，知的財産の投資に関して情報を開示すべきこ

とが示されていますが，例えばＩＰランドスケープの活動について開示することは適切で

あるとはいえません。」 
 
問２１ 

化学繊維メーカーＸ社は，新規な繊維Ａを開発した。当初，繊維Ａは，自動車の内装に用いる

ことを想定していたが，競合品と比較して販売価格が大幅に高くなることが判明したため，他の

用途開発を行うことになった。そこで，繊維Ａを使用してもらえそうなユーザー数社を訪問し，

繊維Ａの物性，特徴を説明し，共同研究の方向性を探ることとした。ア～エを比較して，Ｘ社の

知的財産部の部員の発言として，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 「繊維Ａに関して特許出願をした上で，他社との共同研究の方向性を探るべきです。」 
イ 「ユーザーとの共同研究を行う場合，営業秘密である繊維Ａの製造方法について特許出願す

る必要があります。」 
ウ 「他社とアイデアを交換し議論を重ね共同研究の方向性がみえた時点で，すぐにその研究内

容をカバーできるように繊維Ａについて単独で特許出願することが望ましいです。」 
エ 「共同研究についていろいろな会社に関心をもってもらうために，繊維Ａの成分や製造方法

等，技術の詳細をパンフレットに掲載して展示会で配布した上で，新規性喪失の例外規定

の適用を受けた特許出願をしましょう。」 
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問２２ 

果樹生産会社Ｘ社は，育成した品種Ａについて品種登録を受けている。ア～エを比較して，品

種Ａに関して，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア Ｙ社が，新品種の研究目的の利用をするために品種Ａの種苗を生産する場合，Ｙ社は，Ｘ社

の許諾を受ける必要がある。 
イ Ｙ社がＸ社から品種Ａの種苗を購入した後に，購入した種苗を業として販売する場合，Ｙ社

は，Ｘ社の許諾を受ける必要はない。 
ウ Ｙ社が品種Ａの育成方法について特許を有しており，当該育成方法により，品種Ａの種苗を

生産する場合，Ｙ社は，Ｘ社の許諾を受ける必要がある。 
エ Ｙ社が品種Ａと特性により明確に区別されない品種の種苗を生産する場合，Ｙ社は，Ｘ社の

許諾がなくても行える特定の行為は一切ない。 
 
問２３ 

ぬいぐるみメーカーＸ社は，動物の形状のぬいぐるみＡの製造販売を予定し，ぬいぐるみＡに

関する知的財産の出願を検討している。Ｘ社の知的財産部の部員は，他社が，ぬいぐるみＡと類

似するぬいぐるみの販売予定があるとの情報を得て，対応策を検討している。ア～エを比較して，

部員の考えとして，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア ぬいぐるみＡの形状は特徴的なので，ぬいぐるみＡについて，意匠登録出願した後に，ぬい

ぐるみＡと類似する形状のぬいぐるみについて，関連意匠の意匠登録出願を検討すべきであ

る。 
イ ぬいぐるみＡの鳴き声は特徴的であり，模倣される可能性が高いと思われる。音は，商標登

録の対象となるので，商標登録出願を検討すべきである。 
ウ ぬいぐるみＡの形状について，意匠登録出願した場合には，ぬいぐるみＡの形状を立体商標

として，商標登録出願しても，対象が共通することから，商標登録は難しい。 
エ ぬいぐるみＡの商品名は，動物名としてのＢと「ぬいぐるみ」とを単純に結合した「Ｂぬい

ぐるみ」である。現時点で，当該商品名については，商標登録出願しても，商標登録は難し

い。 
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問２４ 

健康食品メーカーであるＸ社は，Ｘ社の健康食品と，競合他社であるＹ社の健康食品とを対比

し，Ｘ社の健康食品が優れている実験結果を示した広告をテレビで放送した。ア～エを比較して，

Ｙ社の知的財産部の部員の発言として，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 「Ｘ社の広告は，実験結果以外に，Ｘ社の健康食品の品質を誤認させるような表示をしてい

ます。Ｘ社のこの品質を誤認させる表示は，不正競争行為に該当します。」 
イ 「Ｘ社の健康食品が優れていることを示す実験結果を広告に表示すること自体が，不正競争

行為に該当します。」 
ウ 「Ｘ社の広告が不正競争行為に該当してＹ社の営業上の利益が侵害された場合は，Ｘ社に損

害賠償を請求することができます。」 
エ 「Ｘ社の広告が不正競争行為に該当する場合，Ｘ社に対してＹ社の営業上の信用を回復する

措置を請求することが可能な場合があります。」 
 
問２５ 

Ｘ大学の学生が，著作隣接権について発言をしている。ア～エを比較して，最も不適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
ア 「著作隣接権の存続期間は，実演，レコード，放送，有線放送のいずれも，所定の起算日の

属する年の翌年から起算して７０年です。」 
イ 「オーケストラの指揮者や，ミュージカルの演出家は，実演家に該当します。」 
ウ 「レコード製作者は，録音権・録画権は有さず，複製権を有します。」 
エ 「放送事業者・有線放送事業者は，自動公衆送信権は有さず，送信可能化権を有します。」 
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問２６ 

画像解析会社のＸ社は，レジャー施設を運営する会社Ｙ社と開発契約を締結し，Ｙ社の業務で

利用可能な顔認識装置に関するプログラムＡの開発を請け負っている。ア～エを比較して，最も

適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 開発契約に特約がない限り，Ｘ社の従業員が発明したプログラムＡに関する発明の発明者は

Ｙ社となる。 
イ 開発契約に特約がない限り，著作権の帰属にかかわらず，Ｙ社は，プログラムＡの複製物の

所有権を取得した後には，プログラムＡについて，バックアップのためのコピーをとること

ができる場合がある。 
ウ 開発契約に特約がない限り，Ｘ社がプログラムＡの納品を遅滞してＹ社に損害が生じた場合

であっても，Ｙ社はＸ社に損害賠償請求をすることができない。 
エ 開発契約に特約がない限り，プログラムＡに関する著作者はＸ社となるが，著作権はＹ社に

帰属する。 
 
問２７ 

精密機器メーカーＸ社は，複写機Ａを製造販売している。Ｘ社は，複写機Ａの構造についての

特許権を有している。また，Ｘ社は，指定商品「複写機」についての商標Ｍについて商標登録を

受け，商標Ｍを複写機Ａに使用している。最近Ｘ社は，Ｙ社がＸ社に無断で，商品名も構造も複

写機Ａに類似する製品Ｂを販売しているとの情報を得た。ア～エを比較して，Ｘ社の知的財産部

の部員の考えとして，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア Ｙ社に警告書を送付するために，Ｙ社の製品Ｂの販売価格，販売数量，販売地域，輸出の有

無などをＹ社に確認する必要がある。 
イ Ｙ社は大々的に製品Ｂについて宣伝販売を行っており，これ以上Ｘ社の被害が拡大しないよ

うにするために，警告書を送付することなくＸ社の特許権及び商標権に基づいて裁判所にＹ

社の製品Ｂの販売の差止めを請求することができる。 
ウ Ｙ社に警告書を送付する前に，Ｙ社の製品Ｂを購入し，Ｘ社の権利が侵害されているか否か

を解析し，念には念を入れて，専門家である弁理士の意見を聞く。 
エ Ｙ社に警告書を送付する前に，Ｘ社の特許権や商標権が有効に存続しているかについて特許

庁に備えられている特許原簿や商標原簿で確認する。 
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問２８ 

化粧品メーカーＸ社は，自社の特許権Ｐを侵害する製品を製造している疑いのあるＹ社に対し

て，特許権Ｐの行使を検討している。ア～エを比較して，Ｘ社の知的財産部の部員の考えとして，

最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア Ｙ社の製品を購入して，弁理士に侵害の成否についての鑑定を依頼する。 
イ Ｙ社が，特許権Ｐを故意又は過失により侵害していることを立証するための証拠を収集しな

ければならない。 
ウ 特許権Ｐを侵害する疑いのあるＹ社の製品を特定するための調査をする。 
エ Ｙ社が保有する特許権を調査する。 
 
問２９ 

映画会社Ｘ社のライツ事業部に在籍する従業員が，著作権の侵害と救済について，発言をして

いる。ア～エを比較して，従業員の発言として，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 「著作権法第２１条から第２８条までに規定される法定の利用行為を，著作権者に無許諾で

行えば，著作権侵害が成立します。」 
イ 「著作権の侵害とみなされる行為には，いわゆるリーチサイトに違法動画へのリンクをはる

ことが含まれます。」 
ウ 「著作者は，著作者人格権の侵害に対して，損害賠償の請求又は名誉回復等の措置のいずれ

かのみを請求することはできません。」 
エ 「会社の従業者が著作権を侵害した場合，その従業者に加えて，会社も罰金刑を科されるこ

とがあります。」 
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問３０ 

日用品メーカーＸ社は，新規事業への進出を検討するために知的財産戦略会議を開いた。この

新規事業は，Ｘ社が培ってきた重要な技術Ｐを用いた製品Ａを製造販売することが中心の事業で

ある。ア～エを比較して，Ｘ社の知的財産部の部員の発言として，最も適切と考えられるものを

１つ選びなさい。 
 
ア 「競合会社であるＹ社の新規な製品Ｂは，わが社の製品Ａと同じ機能を有しているとの噂で

す。わが社は，製品Ａに使用されている技術Ｐに関して，多数の特許権を保有しており，

製品Ｂは，必ずわが社のいずれかの特許権を侵害しているはずです。製品Ｂを販売してい

る全国の小売店にすぐに侵害の警告書を送付しましょう。」 
イ 「中国の競合会社であるＵ社が，技術Ｐを用いた製品を中国でのみ販売していますが，技術

Ｐに係る特許権は日本でしか登録されていないため，Ｕ社の当該製品の販売行為について

差止請求権を行使することはできません。」 
ウ 「競合会社であるＶ社の製品Ｃは技術Ｐに係るわが社の特許権を侵害しているようですが，

わが社は製品Ａの製造販売を未だ開始していないので，製品Ｃの販売行為の差止めを請求

することはできません。」 
エ 「競合会社であるＷ社から，製品ＡはＷ社の特許権を侵害しているとの警告書が送られてき

ました。調査したところＷ社もわが社の特許権を侵害しているようですが，このような場

合にＷ社と相互にクロスライセンスを結ぶことはできません。」 
 
問３１ 

陶器の製造会社であるＸ社は，来年の夏に発売予定のコップの製作をＹ社に依頼した。Ｙ社は

斬新な持ち手の異なる形状を有するコップを複数試作し，Ｘ社に提案した。Ｙ社がデザインした

コップの持ち手の形状はそれぞれ類似するものであったが，Ｘ社はこの複数のデザインの中から

１つを選び，発売する予定である。ア～エを比較して，Ｘ社の知的財産部の部員の考えとして，

最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア コップの製作をＹ社に委託したのはＸ社であり，当然にＸ社が意匠登録を受ける権利を有す

るので，Ｘ社は単独で意匠登録出願をして意匠登録を受けることができる。 
イ コップの持ち手の形状は斬新であるが，この持ち手の部分のみについて意匠登録出願をして

意匠登録を受けることはできない。 
ウ 発売予定のコップについてできるだけ早期に意匠登録出願をして，出願と同時に出願審査請

求をすべきである。 
エ 複数のコップについて，関連意匠による意匠登録出願をする場合には，各意匠登録出願を同

日に出願してもよい。 
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問３２ 

電機メーカーＸ社の知的財産部の部員が，J-PlatPatを用いて特許情報に関する調査を行って

いる。ア～エを比較して，Ｘ社の知的財産部の部員の発言として，最も適切と考えられるものを

１つ選びなさい。 
 
ア 「発明Ａについて先行特許調査を行う場合，『特許・実用新案番号照会』を用いてキーワー

ド検索を行います。」 
イ 「発明Ｂについて先行特許調査を行う場合，検索項目を『要約書』として，適切なキーワー

ドについて検索を行います。」 
ウ 「検索する際には，国際特許分類（ＩＰＣ），ＦＩ（File Index），Ｆタームのいずれも使

用することができますし，同時に複数の分類を指定して検索することもできます。」 
エ 「Ｙ社の技術者甲が発明者となっている特許出願を検索することはできません。」 
 
問３３ 

文房具メーカーＸ社は，「万年筆」，「印刷用紙」を指定商品とする商標Ｍについて商標権を

有している。ア～エを比較して，Ｘ社の知的財産部の部員の考えとして，最も適切と考えられる

ものを１つ選びなさい。 
 
ア 指定商品「万年筆」について，商標Ｍを５年前から日本では使用していないが，ドイツでは

現在使用しているため，商標Ｍに係る商標登録は不使用取消審判で取り消されることはない。 
イ 指定商品「印刷用紙」について，同業他社のＹ社に通常使用権を許諾すると，Ｘ社は「印刷

用紙」に商標Ｍを使用することはできない。 
ウ 指定商品「万年筆」について，商標Ｍに類似する商標Ａについて同業他社のＶ社に通常使用

権を許諾することができる。 
エ 指定商品「印刷用紙」について，同業他社のＷ社が商標Ｍに類似する商標Ｂを使用している

ため，Ｗ社に差止請求と損害賠償請求をすることができる。 
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５ 問３４に答えなさい。 
 
問３４ 

繊維メーカーであるＸ社の技術者がした繊維素材に関する発明について，２０２２年９月３０

日に特許出願をし，２０２３年５月２６日に出願審査請求をし，２０２４年３月２９日に出願公

開がされ，２０２４年５月３１日に特許査定の謄本が送達され，２０２４年６月７日に特許権の

設定登録がされた。この特許権の存続期間の満了の日が属するのは西暦何年何月か，記入例に

従って算用数字で記入しなさい。なお，延長登録の出願は考慮しないものとする。 
 記入例 西暦２０１０年１月の場合は，左詰めで「２０１００１」と記入 
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６ 次の会話は，時計メーカーＸ社の知的財産部の部員甲と研究開発部の研究者乙の会話である。

問３５～問３７に答えなさい。 
 
甲 「産業財産権の国際的な保護に係る条約として，パリ条約があります。パリ条約には，内国

民待遇の原則，優先権制度，特許独立の原則という三大原則があります。」 
乙 「内国民待遇の原則とはどのような原則ですか。」 
甲 「内国民待遇の原則は，工業所有権の保護に関し，この条約で特に定める権利を害されるこ

となく，他のすべての同盟国において，当該他の同盟国の法令が １ に対し現在与えて

おり又は ２ ことがある利益を享受する，と規定されています。」 
乙 「特許独立の原則とはどのような原則ですか。」 
甲 「特許独立の原則は，同盟国の国民が各同盟国において出願した特許は，他の国（同盟国で

あるかどうかを問わない。）において ３ 発明について取得した特許から独立したもの

とする，と規定されています。」 
 
【語群Ⅶ】 
ア 現時点で施行された 
イ 内国民 
ウ 同一の 
エ 外国人 
オ 異なる 
カ 過去に与えた 
キ 加盟国民 
ク 将来与える 
ケ 関連した 
 
 
問３５ 

【語群Ⅶ】の中から空欄 １ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
問３６ 

【語群Ⅶ】の中から空欄 ２ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
問３７ 

【語群Ⅶ】の中から空欄 ３ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
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７ 映画製作会社Ｘ社は，漫画家甲が描いた漫画を原作としたアニメ映画Ａの製作を検討してい

る。アニメ映画Ａの製作は社外の乙を映画監督に起用することを予定している。アニメ映画Ａ

の製作に関して，Ｘ社の事業企画部の部員丙と法務部の部員丁が，会話をしている。問３８～

問４０に答えなさい。 
 
丙 「アニメ映画Ａが完成したとき，甲はアニメ映画Ａとどのような関係になりますか。」 
丁 「甲は映画の著作物の １ となります。」 
丙 「完成した映画Ａについてテレビ放送する場合に，甲の許諾を得る必要はありますか。」 
丁 「甲の許諾を得る必要 ２ 。」 
丙 「乙が映画監督としてアニメ映画Ａの製作に参加することをＸ社に対し約束し，アニメ映画

Ａが完成した場合，乙はアニメ映画Ａに対してどのような権利をもちますか。」 
丁 「乙は ３ をもつことになります。」 
 
【語群Ⅷ】 
ア 著作権 
イ 著作者 
ウ 原著作物の著作者 
エ 著作者人格権 
オ 実演家人格権 
カ があります 
キ はありません 
 
 
問３８ 

【語群Ⅷ】の中から空欄 １ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
問３９ 

【語群Ⅷ】の中から空欄 ２ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
問４０ 

【語群Ⅷ】の中から空欄 ３ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
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問３ ○
問４ イ
問５ 〇
問６ ア
問７ ×
問８ イ
問９ ○
問１０ ウ
問１１ ×
問１２ ウ
問１３ エ
問１４ ウ
問１５ エ
問１６ ウ
問１７ ウ
問１８ イ
問１９ ウ
問２０ エ
問２１ ア
問２２ イ
問２３ ウ
問２４ イ
問２５ ア
問２６ イ
問２７ ア
問２８ イ
問２９ ウ
問３０ イ
問３１ エ
問３２ ウ
問３３ エ
問３４ 204209
問３５ イ
問３６ ク
問３７ ウ
問３８ ウ
問３９ カ
問４０ エ




